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青春の　

夢は朝やけ　空のいろ

高き理想を　仰ぎつつ

貫き通す　光の矢

見よ見よ黄金の　扉はひらき

祝福の鐘　鳴りひびく

わが存在の　輝く日

いのちうつくし　匂やかに

          ほまれあれ　われらの母校

          武蔵野東高等専修学校

１

  校　　　歌
　                                                        作詞　館　美保子
　                                             作曲　忠平　隆

若人は

空にきらめく　星のいろ

高き理想に　導かれ

清く義しく　視野ひろき

人間像を　描くもの

知能感覚　業たけて

自然の摂理　さとるとき

生きる甲斐あり　すこやかに

         さかえあれ　われらの母校

         武蔵野東高等専修学校

２

第３章　混合教育と個性を生かす人間教育の実際

健常児の教育Ⅰ
１. プランノートの活用
本校独自のプランノートは生徒、保護者、教師の 3 者の連携を図るために考えて作成さ
れました。そもそもこのプランノートの起源は本学園の中学校にあり、受験に向けた自主
学習の定着、また生徒の自己管理を目標につくられたものを本校の教育に即して改良に改
良を重ねて作られています。すなわち、プランノートとは、本校の目指す人間教育の大切
な要素といえる「生徒、保護者、教師の三位一体の教育」を築く上での情報交換のノートです。
生徒への効果としては、１週間先に目を向けて自らの生活や学習における目標、計画、
予定を立案し、実行に移し、さらに自己評価することができる点、そして、毎日の感
想欄の記入による文章力の向上、それに対する教師のコメントによって対話が行われ
るという点、さらには毎日継続して記入することから就職後の日誌などに対する意識
の向上等いろいろ挙げられます。そしてその記録は生徒１人ひとりの成長記録であり、
学習記録と共に各自の学校生活の歴史の記述でもあります。学習を苦手とする生徒が
本校卒業後に大学進学を果たしているという実績から、文字の丁寧さ、漢字力及び文
章力の向上、そして先見性から成る計画立案力が培われ、学習効果の一躍を担ってい
ることはいうまでもありません。
保護者側の効用としては、プランノートを見ることにより子どもの様子や友人関係
をつかむことができます。年齢的にも親子の対話が少なく心がつかみにくい年頃であ
るだけに、子どもの心情や状況がわかるのは非常に有効だと思われます。特に、対人
関係を苦手とする不登校生や親に反発する傾向にある素行不良傾向の生徒に関しては、
大切な情報収集の場となります。その他、先生との関係をも知ることができます。こ
れらが学校教育の理解や指導方針への協力にもつながることになります。
教師側の利点としては、外からは見えにくい生徒たちの行動や心情を毎日提出され
るプランノートによってつかむことができ、このことによって更に生徒の内面にとけ
込むことが可能となったり、生徒の情報を多く知る
ことから「いじめ」や「不登校」に対する予防教育
にもつながっています。また、生徒の健康管理や学
習状況を把握し自主学習の定着も図れます。更に言
葉で表現することが苦手な生徒にとってはコミュニ
ケーションをとる上での手段のひとつとなります。
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・２年次　後期
理論１　英語総合Ⅰ 理論２　英文解釈Ⅰ 理論３　時事問題演習Ⅰ

10月
11月
12月
1月
2月

英語の基礎①
英語の基礎②
英語の基礎③
英語の基礎④
英語総合のまとめ

主語、補語、目的語
it を含む構文
不定詞を含む構文①
不定詞を含む構文②
名詞､代名詞､関係詞の構文

ニュースの捉え方
進学情報の掴み方
大学入試で必要な知識
大学の学部と仕事の責任
志望校選択の仕方

理論４　国語表現Ⅰ 理論５　小論文Ⅰ
10月
11月
12月
１月
２月

基礎文法
漢字力強化
古典文法入門
漢文入門
まとめ

小論文とは
文章表現
読解力
作文力
提案力（プレゼン）

・3年次　前期
理論１　英語総合Ⅱ 理論２　英文解釈Ⅱ 理論３　時事問題演習Ⅱ

4 月
5月
6月
7月
9月

５文型
時制（現在､過去､未来）
完了時制
時制まとめ
形容詞、副詞、比較

長文トレーニング①
長文トレーニング②
長文トレーニング③
長文トレーニング④
長文トレーニング⑤

時事問題　日本国憲法
時事問題　ディベート①
時事問題　ディベート②
時事問題　ディベート③
時事問題　ディベート④

理論４　国語表現Ⅱ 理論５　小論文Ⅱ
４月
５月
６月
７月
９月

文の構成
テーマの捉え方
自己紹介文
課題文記述
面接における自己表現①

小論文の基礎
文章表現力
小論文のルール
志望理由の記入法
大学受験対策①

大学受験コース

・３年次　後期
理論１　英語総合Ⅲ 理論２　英文解釈Ⅲ 理論３　時事問題演習Ⅲ

10月
11月
12月
１月
２月

不定詞、動名詞
分詞、関係代名詞
受動態
総合問題演習
まとめ

長文トレーニング⑥
長文トレーニング⑦
長文トレーニング⑧
長文トレーニング⑨
まとめ

時事問題　ディベート⑤
時事問題　ディベート⑥
時事問題　ディベート⑦
時事問題　ディベート⑧
まとめ

理論４　国語表現Ⅲ 理論５　小論文Ⅲ

10月

11月

12月

１月

２月

面接における自己表現②
長文読解①
漢字検定学習
作文における自己添削
長文読解②
語彙力育成①
原稿用紙の使い方
長文読解③
語彙力育成②
表現上のマナー
長文読解④

まとめ

大学受験対策②

大学受験対策③

大学におけるレポート①

大学におけるレポート②

大学における論文

大学受験コース
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第 21回大会（山梨県）

第 22回大会（山梨県）

平成 23年

平成 24年

卓球女子団体
自転車競技男子団体
自転車競技女子団体
スポーツ吹矢団体
駅伝競走男子A
駅伝競走男子B
軟式野球

卓球男子団体
卓球女子団体
自転車競技女子団体
スポーツ吹矢団体
駅伝競走男子
スポーツ吹矢団体

優勝
準優勝
第３位
第３位
優勝
準優勝
準優勝

優勝
優勝
準優勝
優勝
優勝
第３位

第 23回大会（山梨県）

第 24回大会（山梨県）

第 25回大会（山梨県）

平成 25年

平成 26年

平成 27年

駅伝競走男子
卓球男子団体
自転車競技男子団体
スポーツ吹矢団体
駅伝競走男子
卓球男子団体
スポーツ吹矢団体
駅伝競走男子

優勝
優勝
第３位
準優勝
準優勝
優勝
優勝
第３位
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３. 公開授業
公開授業は、本校の教育内容や教員の資質向上を目的に平成７年から隔年で開催し
てきました。毎回、行政をはじめ、高等専修学校関係者や中学校関係者らが多数参加
しています。平成19 年の公開授業は、総合キャリア学科になる前の最後の公開授業で
した。
また、平成 26 年に行われた第９回公開授業では、本学園創立 50 周年を機に、混合
教育、生活療法の見直しを行い、教育のブラッシュアップを図っていこうという趣旨
で行われました。そして、平成28 年に実施された第10 回公開授業は、本校創立 30 周年
に行われたもので、来賓に本学園のアドバイザリーボードの大南英明先生にご講演を
いただき、午後は 30年のインクルーシブ教育の実践報告を行いました。

４. 全国高等専修学校協会
本校の清水信一校長は、平成24 年度から全国高等専修学校協会の会長を３期務めて
います。会長として常に「後期中等教育では、数の論理で圧倒的に高等学校が注目を
浴びているが、これからも力強く高等専修学校をアピールしていくことにより、振興
を図っていきたい」と力強く語っています。 









290289

②新聞記事

 平成 14 年１月８日　読売新聞
 「街の詩～逆風を越えて」

「激しい肉弾戦からこぼれた楕円形のボールが、胸の
中に飛び込んできた。砂混じりの寒風を背に受け、紺、
黄、水色の真新しいジャージに身を包む堀勝伍君
（17）が相手選手をなぎ倒し、20メートル近くを独走。
ついに敵陣のゴールラインを突破した…」
過去を振り切る初勝利…という見出しで、不登校な
どの過去を背負う生徒たちがつらい練習を乗り越え、
念願の初勝利を手にするまでを取材した記事。

平成 14年 10 月７日　月刊新聞MORGEN
「生きる素晴らしさ感じて！」

毎年８月に行われていた長野県菅平でのラグビー部の
合宿の取材。本校のバラエティに富んだ専門科目や混
合教育について、次のように書かれています。
「技能や資格を取得するだけでは人間としては未完成。
同校の最大の目標は、人間としての心の成長と社会人
として自立できることにある。」
「自閉症児と健常児の枠をはずし、この共存から生ま
れる人間としてお互いを認め合い、思いやり、尊重し
合うことこそが、教育の原点とも言われ、高い評価を
得ている。」
また、本校の清水信一校長の著書である「ダメ人間は
いない　学校で生徒はかわる」も同記事で紹介されて
います。

合宿で初めて訪れたラグビーのまち釜石にて、地元
で有名な釜石シーウェイブスの試合を観戦、声援を
送った際の記事。
釜石南高や釜石工高との練習試合や、全国高校選手
権の東京都大会への出場など細かいコメントも掲載
されています。

平成 15年２月 12日　読売新聞
「本で伝える熱い思い」

本校教員である天宮が、教師生活や顧問を務めるラ
グビー部の奮闘をつづった体験記。
『ラグビーボールを抱きしめて』を出版しました。
本には教師になるまでの経過や、生徒に根気よく接
する教師生活、ラグビー部創部のいきさつなどがつ
づられていて、記事ではその経験や挫折について触
れています。

 平成 14年 11 月 5日　東海新聞
 「大切なもの釜石から学んだ～東京の高校ラグビー部員らシーウェイブスに声援」
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 平成 15 年６月 23日　読売新聞（多摩版）
 HINO MEISEISEVEN’S　FESTAの出場校表

平成 17年 6月 2日
アサヒタウンズ

武蔵野市のラグビーの祭典「ラグビーフェスティバ
ル in むさしのⅣ」（同市ラグビー協会など主催）が
５月 22 日、武蔵野陸上競技場で開かれました。市
内の 16チームが、高校セブンス、チャレンジマッチ・
セブンス（一般）、フレンドリーマッチ・セブンス
（30 歳以上）の３部門に分かれて優勝を目指しまし
た。試合の合間には、武蔵野ラグビースクールの小
中学生が紅白戦やタグラグビーを体験。選手、観客
合わせて 500 人が楽しみました。

発刊書籍Ⅱ
１.「ダメ人間はいない　学校で生徒はかわる」
平成 14年 9 月 1日　初版第１刷発行
著者　　　　　清水　信一（本校校長）
発行者　　　　瓜谷　綱延
発行所　　　　株式会社　文芸社
印刷所　　　　図書印刷株式会社

「ナンバーワンよりオンリーワン」、この言葉はある中小企
業の皆さんが集まっている協会のキャッチフレーズであ
る。………（中略）………高等専修学校という知名度の少
ない学種であること、小さな学校であること、15 歳で入学
ができる後期中等教育機関ではあるが東京都内には都立・
私立高校など約 900 校があること。このような状況の中で
決して消極的な考え方ではなく、「ナンバーワン」を目指
すことよりも、本校でしかできない教育を展開することで
「オンリーワン」になることができると信じ日々頑張って
いる。
「ダメ人間はいない　学校で生徒はかわる」より一部抜粋

2.「ラグビーボールを抱きしめて」
平成 15年２月 15日　初版第１刷発行
著者　　　　　天宮　一大（本校教員）
発行者　　　　瓜谷　綱延
発行所　　　　株式会社　文芸社
印刷所　　　　東洋経済印刷株式会社

このグラウンドには、自分たちを変えようと必死に自分と
闘っている生徒がいるのだ。そして、障がいを持とうと、
中学時代がどうであろうと、頑張れる権利を主張してラグ
ビーで変わっている生徒がいるのだった。
秋の戦績はわからない。しかし、僕の中には確信があった。
そして、忘れてはいけない原点ができたのだ。
「頑張れる権利」
「人は、思い、行動すれば変われる」
これからも、生徒と私の戦いが続く。
今、キックオフの笛が鳴ったばかりなのだ。
「ラグビーボールを抱きしめて」より一部抜粋
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